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１ やまなしブランドとは

※ ブランドとは？

「商品やサービスなどに対し、消費者が持つ信頼性やステー
タスなどの価値観 」

※ ブランドは何処で創られるか？
「製品は工場で作られるが、ブランドは心のなかで創られる」

（ウォルター・ランドー）

やまなしブランド

＝ 「やまなし」という地域のブランド

＝消費者・県民の心の中に作られる

地域「やまなし」の価値観（信頼感、ステータスなど）
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（満足） （ステイタス）

リピーター認知 ファン

優れもの

ブランド形成のイメージ

いくつもの
優れもの

企業・地域自体
が優れものとい
うイメージ

・
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２ 地域ブランド確立の重要性

日本の人口減少、経済のグローバル化

物流革命（翌日には手元に商品が届く物流ネットワーク）

ＩＴ革命（誰でも情報が受発信できる情報ネットワーク）

地域間競争の激化

海外との競争激化

差別化の重要性増

地域イメージ活用

地域ブランド確立が差別化のポイント

コスト戦略

差別化戦略

or
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（Ⅰ）地域発の商品・　　
サービスのブランド化

（Ⅱ）地域イメージの
ブランド化

付加価値

地域イメージ
を強化

新たな商品
サービス

・・・・・・

商品
サービス

地域イメージ

新たな商品
サービス

連続的に展開

（Ⅰ）地域発の商品・　　
サービスのブランド化

（Ⅱ）地域イメージの
ブランド化

付加価値

地域イメージ
を強化

新たな商品
サービス

・・・・・・

商品
サービス

地域イメージ

新たな商品
サービス

連続的に展開

地域ブランド確立の概念図 （経済産業省）
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３ 山梨のイメージ

山梨のイメージは何？（全体）　n=355人

水晶
2%

武田信玄
4%

もも
7%

果物
10%

ワイン
13%

ぶどう
26%

富士山
27%

富士山

ぶどう

ワイン

果物

もも

武田信玄

自然

ほうとう

水晶

富士五湖

八ヶ岳

吉田のうどん

富士急ハイランド

ウイスキー

ジュエリー

南アルプス

昇仙峡

印傳

身延

林真理子

忍野八海

平成１６年度 66％

山梨のイメージは何？　n=319人

富士山
32%

ワイン
8%

ぶどう
24%

もも
4%

武田信玄
4%

果物
3%

水晶
2%

ジュエリー
1%

富士山

ぶどう

ワイン

もも

武田信玄

果物

富士五湖

山

水晶

南アルプス

ほうとう

八ヶ岳

自然

ジュエリー

煮貝

昇仙峡

ふるさと、実家

甲斐の国

風林火山

その他

無回答

平成１８年度

※「山梨のイメージ調査」山梨県工業振興課（調査場所：富士の国やまなし館）

64％

《山梨のイメージ調査》
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Koo-fu(甲府ジュエリー) 甲斐絹

甲州ワイン 甲斐の地酒

市川和紙 甲州印伝

春日居の桃春日居の桃 富士河口湖温泉富士河口湖温泉 …………

（産業における地域特性）

ブドウの粒のブランド化

《産地ブランド》地域名＋製品・サービス名

ワイン王国やまなしワイン王国やまなし 果樹王国やまなし果樹王国やまなし

富士の国やまなし 観光立県やまなし

森の国、水の国やまなし ……

（地域イメージ）
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地域「やまなし」のアイデンティティ

＝ CI （自他共に認めるやまなし）
ブドウの房のブランド化

《地域ブランド》産地ブランド・地域イメージの集合体

（例） うつくしま ふくしま

かがやくけん、かがわけん。

彩の国 さいたま

晴れの国 おかやま

※ Community Identity

暮らしやすさ日本一
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４ ブランド戦略懇話会

座 長 柿澤弘治（山梨県特別顧問）

（メンバー）

ジュエリー 青島みどり 宝石学校長、Koo-fuプロジェクト委員
ワイン 工藤 結花 ソムリエ、ロンドンへワイン留学
織 物 田村知恵巳 （株）槙田商店テキスタイルデザイナー
和 紙 一瀬富久美 （株）大直専務取締役和紙プロデューサー
日本酒 中込 紀子 （株）萬屋醸造店春鶯囀酒蔵ギャラリー六斎店長
印 傳 上原絵美子 （株）印傳屋上原勇七印傳博物館学芸員
果 樹 中村 直子 （株）なかむら専務取締役
農産物加工 柿島美保子 中道農産物加工直売組合味菜工房代表
花 奥 洋子 （株）向山蘭園主任、ランの開発
森 林 河西眞理子 カワニシ建設設計事務所、一級建築士
観 光 溝口 悦子 セラヴィリゾート清里高原ホテルコンシェルジュ
観 光 外川いさ子 富士河口湖温泉湖山亭うぶや女将
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（提言骨子）

(1) 個別ブランド（商品、企業、産地）の
活性化

販路拡大という視点から見れば、やまなしと
いう地域名が強くプラスに作用する物以外、
個々のブランドで売っていけばよく、行政はそ
の援護射撃をすればよい。販路拡大、アンテ
ナショップ、トップセールスなど個々の企業等
では解決できないものを支援すべき。

(2) 県としてのイメージアップ（アイデン
ティティ確立）

一方、県外の人は山梨に何を求めているか
といえば、癒しとかリフレッシュ。そのためには、
山梨がきれいで美しくなければならない。そう
いったもので県のイメージを高めていかないと、
個別ブランドの積み上げでいくらがんばっても、
地域「やまなし」はブランドにはなれない。この
点をPRするアイデンティティ確立は、行政が
中心とならなければできない。

(3) デザイン開発の強化とコラボレー
ションの促進

持つ人のステイタスに繋がるものでなけれ
ばブランドとは言わない。いいものをかっこよ
く演出できるデザイン、古いものを古臭くなく
表現するデザインが重要。そのために、デザ
インアーカイブのようなデザイン開発を支援す
るシステムが必要。また、違う業界の人々が
コラボレートし、違う発想で刺激し合う事も重
要。

(4)  景観形成の促進

景観については県の役割が大きい。山梨の
イメージアップには景観形成を県が先頭で思
い切ってやることが必要。自然景観に悪影響
を与える人工構造物、特に違反看板、広告旗
の撤去、指導を全県で定期的に実施するとと
もに、それを全国にアピールするような姿勢
が必要。
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(5) やまなしを知る教育の推進
まず県民（小中学生）が県の事を知って誇り
に思えるような教育が必要。県民が知らなけ
れば、県外に対してもその良さが伝わらない。
また、山梨のどの産業も長い歴史を持つがそ
れを伝える資料やデザインの集積がない。商
品開発支援だけでなく、県民もそのような情
報を知ることによって山梨への誇り＝ブランド
につながる。

(6) ロハス、癒しをテーマとするＰＲ活動
への転換

これだけの大自然があって、ものづくりが
あって、発酵、熟成の文化があるエリアはな
い。これをロハスという切り口で括って、県民
あげて山梨を打ち出していく、地域づくりをし
ていくのが首都圏における山梨の使命である。
通過型観光を、長期滞在型、二地域居住、定
住へと導くためにも、女性の視点であるロハ
ス、癒しをテーマとしたＰＲ活動が必要。

(7) 地域のホスピタリティ意識の向上
やまなしブランドの確立は、山梨のファンを
増やしていくこととイコール。そのためには、
県民のホスピタリティ意識向上を通した情報
発信（口コミ）の重要性が増している。また、消
費者に対するアプローチを考えた場合、観光
関連産業は農業、地場産業、地域と消費者の
接点として重要なポジションにある。
また、県職員全員が県産品や観光の歩く広
告塔になり、やまなしをＰＲする必要がある。

（サポーターズ倶楽部、丸の内キャリ
ア塾について）

サポーターズ倶楽部にしても丸の内キャリ
ア塾にしても、口コミによる情報発信であり、
問題点を改善しながら継続して開催すること
で初めて山梨への需要を喚起してくれると思
う。懇話会として企画の段階から参加した
かった。
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（第1回会議） 7/10 県庁特別会議室

個別のブランドの上に傘をかけて、全員でやまなしブランドを作り上げるというの
は無理がある。

それぞれで自らのブランドを確立することが、やまなしをブランド化していくことに、
結果としてつながる。

行政が主体となったコラボレーションには疑問。ビジネスの中で、デザインを重視
したコラボレーションでなければ後につながらない。
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（意見書） 第1回会議でメンバーに意見書の提出を依頼

やまなしブランド確立には２つの翼が必要。一つは県の施策としての一過性でな
いイメージづくり。分かりやすいコンセプトや、キャッチコピーが必要。県民に魅力
をアピールすることも必要。

もう一つの翼は、企業、組合などの独自ブランド発展による山梨のイメージアップ。
この二つの翼でやまなしブランドを飛躍する必要がある。

現在山梨を代表するワイン・宝飾のブランドとして確立する事が先決である。
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（第2回会議） 8/2 現地視察＆丸の内キャリア塾との交流

流通に対する商品アプローチは進んでいると思うが、消費者に対するアプローチ
は弱い気がする。（丸の内キャリア塾メンバーの意見）

消費者に対するアプローチを考えた場合、観光関連産業は農業、地場産業、地
域と消費者の接点として重要なポジションにある。

来年ホテルの一部をリニューアルするが、県産材や伝統工芸などを活用した「や
まなしのおもてなし」の部屋も検討してみたい。

酒蔵ギャラリー六斎は点として素晴らしいが、問題は一歩外に出たときに変な看
板や旗がひるがえっていること。県としてはこれを何とすべき。

県産材の家

印傳博物館

酒蔵ギャラリー六斎

和紙 大直
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（第3回会議） 9/6 やまなしサポーターズ倶楽部

メンバー12名が在京の経済人、文化人約300名に対し、県産品等をＰＲ＆意見交換
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（第4回会議） 9/20 丸の内キャリア塾

メンバー12名が丸の内ＯＬ約350名に対し、県産品等をＰＲ＆意見交換

1）開催名称 NIKKEI 丸の内キャリア塾 スペシャルセミナー
「こころと体を癒す時間～週末旅で自分を高める」

2）主催共催 日本経済新聞社／山梨県
3）開催日時 平成19年9月20日(木) 18:30～20:40
4）開催会場 丸ビルホール 東京都千代田区丸の内2-4-1
5）参加者数 350名（シアター形式・階段状）（女性限定）
6）構 成 第１部 18:30～19:10 

基調講演「小説を書く時間」講師：林真理子さん（作家）
第２部 19:15～20:10 挨拶 柿沢弘治氏（県特別顧問）
トークショー「こころと体を癒す時間～週末はやまなしに」
出演者：工藤 結花さん（ソムリエ）

中村 直子さん（(株)なかむら取締役）
青島 みどりさん（ジュエリーデザイナー）

コーディネーター：白石 真澄さん（関西大学教授）
交流会 20:15～20:40 ブドウ、ワイン、日本酒で交流
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丸の内キャリア塾アンケート（H19.9.20)
平均年齢36歳 女性 226名

ぶどう
20%

ワイン
18%

もも
12%

フルーツ
11%

富士山
5%

武田信玄
2%
梨
2%

ほうとう
3%

山、自然
4%

その他
12%

林真理子
2%

ぶどう

ワイン

もも

フルーツ

富士山

山、自然

ほうとう

梨

武田信玄

林真理子　

信玄もち

富士急ハイランド

温泉

山中湖

盆地

河口湖

ジュエリー

八ヶ岳

風林火山

水晶

その他

《山梨のイメージ》

66％
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《県産品の認知度》
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(%) 合計 ％

21歳～29歳 36 15.9

30歳～34歳 72 31.8

35歳～39歳 47 20.8

40歳～49歳 24 10.6

50歳以上 23 10.2

無　回　答 22 9.7

会社員 147 65.0

主　婦 16 7.1

公務員 4 1.8
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（第5回会議） 9/26 県庁特別会議室

やまなしブランドの確立は、山梨のファンを増やしていくこととイコール。キャリア
塾やサポーターズ倶楽部を網の目のように広げていくことが大切。
口コミで情報を広げる場合、富士の国やまなし館で県産品を販売し、東京で買え
ますよとＰＲすることが大切。
県職員が山梨をブランド化するんだという意識、山梨にステイタスを持っていただ
かないとやまなしブランドは程遠い感じがする。
やまなしブランドとして、ロハス山梨を提案する。ロハスというアイデンティティで
括って、全県民あげて山梨を打ち出していくのが首都圏における山梨の使命。
ターゲットとしては、具体的に丸の内キャリア塾のＯＬ２万人を目に見えるターゲッ
トとして発信していくべき。
サポーターズ倶楽部にしても丸の内キャリア塾にしても、継続して開催することで
初めて山梨への需要を喚起してくれると思う。参加者へ３ヶ月に一度でいいから
情報を出す必要がある。
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（知事へ提言） 11/8 県庁特別会議室

報告書（提言骨子：P11～１２）を知事に提出し、意見交換を実施。
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５ 県内産業界の意見

山梨経済同友会 リニューアル委員会ブランド部会

部会長：舩木上次（萌木の村社長）

メンバー：県内財界人 約４０名

望月操三（セコム山梨会長・同友会代表幹事）、細谷憲二（鐘山苑会長・同友会

代表幹事）、小池雅彦（富士屋ホテル副社長）、川島道男（東京電力山梨支店長）、

小栗正裕（山梨日立社長）、田中正徳（NTTドコモ山梨支店長）、金田一弘雄(日

銀甲府支店長)、谷口俊郎（岡島相談役）、磯部哲良（中小企業金融公庫甲府支

店長）、有田英司（オリックス甲府支店長）、竹本雅則（セコム山梨社長） 他

平成１８年１１月～平成１９年１０月（計１０回開催）



24

（提言骨子）

『やまなしブランド』は、いわゆる特産・名産・商品に限定されない、県民の誇りと
して認識され、後世にもあるいは県外や国外にも伝えていくべきもの。

わかりやすく言えば、山梨県民のアイデンティ、山梨県のシンボルとなり得るもの
である。即ち、山梨県独自のものであって、首都圏や県外から羨ましがられるよう
なものでなければならない。

山梨県は、県土面積の78％が森林でミネラルウォーター生産シェアは日本一で
あり、おいしい水に恵まれていることに疑いの余地は無い。また、人口の密集す
る首都圏に通じる複数の水系の源にあたり、いわば首都圏の重要な水がめと
なっている。

山梨経済同友会では、今こそ『やまなしの水』の重要性やすばらしさを、山梨県
民はもとより、隣接する首都圏の人々をはじめとするすべてのステークホルダー
に訴えかけていくべきではないかと考える。

山梨の地域の宝であるこの『水』をどう守り、どう磨き、どう活かしていくかの議論
とＰＲを通じて『やまなしブランド』を確立していくことが、『やまなし』の魅力を高め、
山梨県民の誇りや郷土愛を育み、山梨県の発展に寄与すると考え、次年度以降
その実現に向け活動していく。
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６ やまなしブランド戦略

やまなしブランド戦略とは、「やまなし」という地域のブランド価値
を向上させるための戦略。

地域ブランド価値の向上が、販路拡大のみならず、道州制の実
施を前にして、将来の地域経済の活性化に結びつくと認識。

戦略とは、「ヒト」「モノ」「カネ」「情報」の集中と重点化。

やまなしブランド戦略は、これまでの各部で実施していた販路拡
大事業と情報発信事業について、 「やまなし」という地域のブラン
ド価値を向上させるために実施すべき方向性を示した戦略。

（戦略策定の目的）
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イ
メ
ー
ジ
向
上

地
域
差
別
化

(1) 地域イメージの向上

(2) 地域イメージと商品ブランドが
結びつく

(3) 商品のブランド価値が向上
すると、地域イメージが高まる

商
品
差
別
化

(1) 商品・サービスのブランド化

(2) 商品ブランドと地域イメージが
結びつく

(3) 地域イメージが向上すると、
商品のブランド価値が高まる

商
品
競
争
優
位

１ 商品・サービスの競争優位

２ 地域イメージの向上
地域ブランド
確立

（戦略が目指す方向）
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（３つの基本戦略）

戦略１ 販路拡大

■個性溢れる産地ブランドを確立し、

販路拡大につなげる。

戦略２ イメージアップ

■ ＣＩ確立事業を展開し、「やまなし」

のイメージアップを図る。

戦略３ コミュニケーション拡大

■密度の濃いコミュニケーションを展開し、消費者・県民の

心の中にやまなしブランドを構築する。

（戦略実施の期間） 平成20年度～22年度
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（戦略の骨子）
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6-1 販路拡大戦略（考え方）

◇産地ブランド

◇商品･企業ブランド

◇やまなしブランド

（産地ブランドの総称）

■個性溢れる産地ブランドを確立し、販路拡大につなげる。
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◆ トップセールスの活用

◆ 産地ブランドの海外展開の強化

・富士山、フルーツ、ワイ ン等

◆ 異業種が連携した事業の促進

・富士山ブランド等

◆ 大手企業などと連携した県産品
の販路拡大

◆ デザインセンターの機能強化

・デザイン高度化のヒントとなるデ
ザインアーカイブの検討等

◆ 県立大学におけるデザイン教育
の強化

◆ 宝石学校におけるデザイン教育
の充実

・移転・宝石展示スペース充実

6-1 販路拡大戦略（重点項目）

1-(1) 販路拡大支援事業の強化 1-(2) デザイン開発支援の強化
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6-2 イメージアップ戦略（考え方）

◇産地ブランド

◇商品･企業ブランド

◇やまなしブランド

（アイデンティティの確立）

■ＣＩ確立事業を展開し、「やまなし」のイメージアップを図る。
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◆ 広報ＰＲ戦略の検討と推進

・やまなしブランドの首都圏への
情報発信方法の検討と推進

・県職員一人ひとりが宣伝マン
ウーマンとして情報発信する仕
組み（名刺の活用など）も検討

◆ 景観形成の促進

・景観行政団体の育成
・景観条例等に基づく指導助言、
屋外広告物条例による取締り
・電線類の地中化

◆ 小中学生に対する「やまなし魅
力教育」の推進

・コンクール開催、発表会、ＨＰ、
教材（ふるさと山梨）の活用等

6-2 イメージアップ戦略（重点項目）

2-(1) 広報PR戦略の検討と推進 2-(2) 誇れる「やまなし」づくりの推進
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6-3 コミュニケーション拡大戦略（考え方）

◇一人歩きしているブランドイメージは選択の手がかり

◇検索・・評価、口コミの重要性大

◇認知は購買を保証しない（知っているだけでは買わない）

■密度の濃いコミュニケーションを展開し、消費者・県民の心の中
にやまなしブランドを構築する。
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◆やまなしサポーターズ倶楽部

◆丸の内キャリア塾(30歳代女性)

・ネットワークハブとして口コミに
影響力を持つ30歳代女性へ発
信

◆山梨の魅力メッセンジャーの充実

◆企業の森の促進

◆都市農村交流の推進

◆山梨ライフ、二地域居住の推進

6-3 コミュニケーション拡大戦略（重点項目）

やまなしブランド戦略チーム
(戦略懇話会)

3-(1) 口コミによる情報発信の強化 3-(2) 交流をベースとした情報発信の推進
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参考 やまなしブランド戦略懇話会発言要旨

◇ 自治体におけるブランド戦略という研究会でこ
れまで行政のブランド戦略に係わる役割につい
て検討してきたが、結論としては地域ブランド名
が強くプラスに作用する物以外、個々のブラン
ドに被せる必要は全くない。個々のブランドで
売っていけばよく、行政はその援護射撃をすれ
ばよい。販路拡大、アンテナショップ、トップセー
ルスなど個々の企業等では解決できないもの
を支援してあげるべきである。個々のストー
リーもない名前を付けても意味がない。

◇ 山梨のイメージについては、地味で目立たない
という感じがするが、そういった地域は多い。例
えば栃木県など。しかしそれでいいのではと思
う。ここにいる皆さんのように個々に努力して
個々のブランドを強くして、結果的にそれが山
梨であったでいいのではないか。初めからやま
なしという冠を付ける必要はないと思う。

◇ 山梨についてはぶどうと桃のイメージしかな
かった。皆さんががんばっている姿を見て無理
矢理山梨を上に付ける必要はないように思え

た。最終的にそれが山梨産だったでいいように
思う。ただ東京の人は、私を初めいい物にお金
をかけるようになっている。いい物はどんどん
情報発信して教えてほしい。

○ 山梨県の産業や地域全部が同じ方向を向く必
要がない。それぞれの特徴を持って切磋琢磨し
て山梨全体のレベルが上がっていくことが望ま
しい。

○ 現在山梨を代表するワイン・宝飾をブランド
として確立する事が先決である。

○ これまで農産物のブランド化について、新しい
ものが幾つかあったが継続せず、根付かな
かった。目新しいものではなく、ブランド化には
その土地にあったものを根気よく継続して大事
に育てるべき。

○ 県産材ブランド化のアイディアとして、県有地に
県産財の別荘を建ててそれを賃貸する。そこに
一つのモデルの村を造ればＰＲできるのでは。

(1) 個別ブランド（商品、企業、産地）の活性化
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(2) 県としてのイメージアップ （ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ確立）

○ やまなしブランドを作るにあたって、一つのイ

メージのような骨格みたいなものが必要。そこ
から膨らませコラボレートする事ができるので
はないか。

○ 皆さんブランドを意識してがんばっている。県は

どこを目指してブランド化していくのか方向性を
示して欲しい。

○ ブランドはかっこよくないといけない。しかし、

「やまなし」と付けるとかっこわるい状況。このた
め現状では付けない方がよい。この状況を脱
却できるようなイメージアップが課題。

○ 県外の人は山梨に何を求めてくるかといえば、

癒しとかリフレッシュだと思う。そのためには、き
れいで美しくなければならない。そういったもの
で山梨県のイメージを高めていかないと、皆さ
んがいくらがんばってもいいものを作っても山
梨をブランド名としては使わないだろう。

◇ やまなしブランドについては、一言で言えばイ

メージが湧かない。ただネガティブなものでもな
い。

○ まず、施策を行う際には、データだけでなく現場

に寄り添った姿勢を、県には期待する。加えて、
県職員が山梨をブランド化するという意識、山梨
にステイタスを持っていただかないとやまなしブ
ランドは程遠い感じがする。県職員が変わらな
いと地域は変わらない。

○ やまなしブランドとして、ロハス山梨を提案する。

これだけの大自然があって、ものづくりがあって、
発酵、熟成の文化があるエリアはない。これを
ロハス(Lifestyle of Healthy and Sustainability) 
というアイデンティティで括って、県民あげて山
梨を打ち出していく、地域づくりをしていくのが首
都圏における山梨の使命といってもいい。ター
ゲットとしては、具体的に丸の内キャリア塾のＯ
Ｌ２万人を目に見えるターゲットとして発信してい
くべき。



37

(3) デザイン開発の強化とコラボレーションの促進

○ ブランドとはかっこいいもの、スタイタスに繋が

るものでなければ駄目。いいものをかっこよく演
出できるデザイナーに演出してもらう必要があ
る。引張っるのは行政では駄目。深澤直人さん
みたいな方にお願いしたらどうか。

○ デザインを考える場合、いかに新しいスタイル

として打ち出せるかが重要。違う業界の人々が
コラボレートして違う発想（付ける、飾る、置く）
で刺激し合う事は魅力もあるし、是非やってもら
いたい。

○ 同じメンバーで何回か話し合ってくると、第１回

のときに話が出た、深澤直人さんデザインプロ
デュースによるコラボレーションをしてみたい。

○ 参加者から、異業種のつながりがとってもよ

かったという声がある。これからも続けていって、
新しい形でコラボレーションが進めば、やまなし
ブランド確立の一助となるのではないか。

◇ 山梨のイメージは山とか自然のイメージが強く、

伝統工芸だとか文化をモダン化したデザインは
とても新鮮に感じた。現在はムダなお金は使わ
ないがお金をかけるときはかける本物志向。今
日見学したところはそれを満たしている。昔から
あるいい物はどこか新しいものが感じられる。

○ 旅館をやっているが、館内に置ける印傳の置

物がないかと思ってみていた。県産材について
は、県産だからこういうところが良いんだという
ことをもっと知りたい。和紙については、障子と
か通常の所ではなく、壁とか新たな利用方法を
広げようという試みが感じられた。来年ホテル
の一部をリニューアルするが、県産材や伝統工
芸などを活用した「やまなしのおもてなし」の部
屋も設計士さんと相談してみたい。

○ これまで、古いものや伝統をベースに新しいも

のを作ってきたが、無理に新しいものを作って
いくだけではなく、古い物を古臭くなく作るデザ
インが消費者に受け入れられるんだなと感じた。
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◇ ブランドは消費者が持つもので、作り手が一方

的に作り上げる物ではない。一人歩きもする。
よってやまなしブランドを考える場合もそのことを
考えて造りあげて行くことが大事。

(4) 景観形成の促進

◇ 山梨、長野、新潟の区別がつかない。看板や電

柱など景観が良くない。自治体の役割として統
一的な景観保全ができるのは行政しかない。

○ 山梨のイメージアップには県が先頭で思い切っ

た事をやることが必要。例えば全県で広告看板、
旗の撤去などを全国に先駆けてやって、それを
アピールするような姿勢も見せて欲しい。

○ 建物の看板については、あまり目立たないことを

意識して掲示した。ほとんど目立たないで通り過
ぎられるケースも多い。周りの景観とも合わせる
ことは必要と思うが、一人だけではどうにもでき
ず、いろんな所に声をかけていきたい。

○ 景観については県の役割は大きい。如何に行政

や信玄関連の旗が多いことか。桃や信玄、シー
トベルトなどありとあらゆる旗が立っている。行
政の力で何とかしてもらいたい。

(5) やまなしを知る教育の推進

○ 森林を守ることは重要だが、数年後には誰も住
まなくなる山村が沢山ある。学校林がなくなり、
子供たちの森林に対する認知度が下がっている。
しかし、子供を教育して何とか食い止めたい。

○ 山梨にはいいものが沢山あるのだが、それを伝
える資料がない。どの産業も歴史を持つがそれ
を調べるすべがない。商品開発支援はもちろん
だが、県民もそういった情報を知ることによって
共有すべきである。山梨を自分たちが知る、情
報を共有することで身の回りのものを大事にす
る。誇りに思う。これが山梨のブランド化につな
がるのでは。
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○ 私もここにきて初めて和紙やお酒の素晴らしさ
を知った。まず県民(小中学生）が県の事を知っ
て誇りに思えるような教育をしなければいけな
い。群馬県では、カルタを使って群馬のよいも
のを子供達に伝えている。山梨県民が山梨の
素晴らしさを知らなければ、県外に対してもそ
の良さが伝わらない。

○ やまなしをブランド化するとういう考えが初めは

理解できなかった。ただ、県産財については、
山梨の森を守るという使命と共に語ることがで
きる。そこに県の役割があると思う。

○ さんらんぼ、もも、ぶどう、干し柿など１年中くだ
ものに親しめることを心がけている。さらにそれ
が都会の人にも体験できるような施設もある。
果物狩りも前のようにその場で食べるだけでな
く、木からもいでそれがどのように育って、こう
実っているから美味しいというようなことも知り
たがっている。これもストーリー性の重視の表
れだと思う。

○ ワインやジュエリーなど山梨を知る機会がもっ
とあってもいいと感じた。他県の方々にも興味
をもって知っていただく講座みたいなものがあ
ればと思う。

(6) ロハス、癒しをテーマとするＰＲ活動への転換

○ 山梨県は信玄公のイメージが強すぎるのでは。

かつては、たおやかさ、雅な文化があった。京
都の人気は雅さがあるから。戦国時代ではなく
もう少し女性受けするロハスを取り入れたほう
が良い。やまなしブランドを後押しするものは、
きっと女性になるはず。たおやかさと雅を取り
入れられないか。

○ 県外の人が何を求めるかというと癒しということ
だろうと思う。美味しいものを食べる、温泉、宿
泊施設がすばらしい、きれいな景観によって癒
される。これらひっくるめて一つのイメージとい
うかブランドに結びつけられないか。
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○ 多くの商品に女性の感性が入っている。かつて

のもの作りでは駄目。これからは、もっと強くな
ると思われる。

○ 印傳は古いものだが、今見ても新鮮なデザイン

が沢山ある。これは古くから日本人にすり込ま
れた季節感、生活、五感などから影響を受けて
いると思われる。雅とかたおやかさなどもそうだ
と思う。

○ 自分は富士山、湖など非常に恵まれた環境に

いる。今は、お客様から見て自然に対する価値
観がなお高まっている。癒しという面でも、富士
山というのは大きなブランドの候補になる。

○ 都会の人は疲れを癒すために、山梨に何を望

んでいるかというと、食べること、自然に触れる
こと、いい空気を吸うこと、伝統を知ることなど
で、それを実践できる一番近いところが山梨と
いうこと。加工食品についてもその製法やその

おいしさや仕組みなんかもお知らせできるように
工夫できたらいいなと思う。

○ やまなしブランドとして、ロハス山梨を提案する。

これだけの大自然があって、ものづくりがあって、
発酵、熟成の文化があるエリアはない。これをロ
ハス(Lifestyle of Healthy and Sustainability) 
というアイデンティティで括って、県民あげて山
梨を打ち出していく、地域づくりをしていくのが首
都圏における山梨の使命といってもいい。ター
ゲットとしては、具体的に丸の内キャリア塾のＯ
Ｌ２万人を目に見えるターゲットとして発信してい
くべき。（再掲）

(7) 地域のホスピタリティの向上

◇ 山梨は点としては有名なものが多い。富士山、

八ヶ岳、西沢渓谷、勝沼など個々には有名なも
のがあるがそれが山梨という一括りとなると弱
い。どちらかというと地味なイメージになってしま
う。ＰＲの仕方の問題ではないか。
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◇ ＰＲでいえば、消費者の価値観と市場の価値観

は違う。市場で評価されていても消費者の間で
は知られていないことが多い。一宮の桃は典型
的な例ではないか。消費者へのＰＲも改善が必
要ではなか。また食材としての山梨は沢山あり、
素材勝負を求めてきたところが強い。今後はよ
り食べることに近い加工や付加価値についても
強みをもたしていったらどうかと思う。

○ 消費者に対するアプローチを考えた場合、観光
関連産業は農業、地場産業、地域と消費者の
接点として重要なポジションにあるのを改めて
認識した。

◇ 最近の女性は、パンフレットや雑誌では飽きた

らず、現地に行って口コミで行程を組んだりして
いる。

○ いつも感じていることだが和紙は伝統産業では

あるが、だんだん追いやられている。零細企業

はＰＲしようにも限度がある。しかし知ってもら
えれば、その良さも伝わると思う。それが日本
人に染みついている。日本人の伝統文化を伝
え広めていきたいと少しの使命感を持ってやっ
ている。

○ 地域のホスピタリティ意識を挙げることが必要。

県の職員全員が県産品を身に付け、歩く広告
塔のようになってくれれば、広告効果が上がる
のでは。

○ やまなしブランドの確立は、山梨のファンを増

やしていくこととイコール。そのためには、口コミ
による情報発信が重要。キャリア塾やサポー
ターズ倶楽部を網の目のように広げることが大
切。キャリア塾では、普段できない山梨のジュ
エリーを一般の方に紹介できた。今後は、実際
にジュエリー見ていただくため、甲府ジュエリー
フェアに招待するなど業界へ提案していきたい。
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○ 丸の内キャリア塾に参加した方からメールが入

り、山梨に来てワインを紹介することになった。
サポーターズ倶楽部や丸の内キャリア塾は、続
ける価値があると思う。ただ、企画の段階から
参加させていただければ、もっとアピールでき
たと思う。私たちをもっと使っていただきたい。

(サポーターズ倶楽部、丸の内キャリア塾について）

○ サポーターズ倶楽部では、最初に来たお客様

にパーティ料理についての不満を言われた。
「甲州ワインと和食と知事が言いながら、日本
料理が全くないのはどうしてなのか」。企画の
段階から参加させていただけたら、もっといい
提案ができたと思う。

○ いつものことだが、山梨で日本酒を造っている

のかと多くの方々に言われた。情報発信のい
い機会だったが、一人で対応するには無理が
あった。もっと話をしたかったが、消化不良で終
わった。

○ サポーターズ倶楽部の会員の行き付けの店か

ら日本酒のオーダーが入ったが、このお酒は都
内の何処で買えますかという問いに対して答え
られなかった。

○ 懇話会は、山梨らしさとは何？ということに、初

めて立ち止まって考えた機会でよかった。サ
ポーターズ倶楽部は、私も消化不良だった。

○ 県のほうでもっとブースへの集客を促してもら

いたかった。丸の内キャリア塾の女性の意見は
とても参考になった。来年は、企画の段階から
主催する側としてがんばらせていただきたい。

○ 丸の内キャリア塾は、工夫をして続けていただ

きたい。サポーターズ倶楽部は、運営に問題が
あったし、男性は花や農産物加工食品には興
味がなく３０名程度としか話ができなかった。

○ 丸の内キャリア塾では、林真理子さんが「山梨
には美味しいものがない」と言ったが、次回は
山梨の美味しいものをＰＲしたらどうか。
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○ 懇話会はようやく共通認識に立ち、スタート地

点に立ったという感じ。もともと、この話があっ
たときにはスケジュールが全部決まっていて、
サポーターズ倶楽部、丸の内キャリア塾が決
まっていた。もっと企画の段階から参加させて
いただければと思った。継続して取り組む必要
がある。

○ サポーターズ倶楽部では、参加した会員から次

のように言われた。「このような交流会を開催す
るのが果たして効果があるのか。民間だったら
費用と効果を十分検討し、事後評価も行う。県
はそれがなされていないのではなか」。

○ 丸の内キャリア塾は、参加者は真剣に聞く耳を

持って参加していた。あれだけ整然とセミナー
に参加し、整然と帰っていったのをみると、意識
を持った方々だなと感じた。そこへの情報発信
は効果があるのではないか。

○ サポーターズ倶楽部にしても丸の内キャリア塾

にしても、継続して開催することで初めて山梨
への需要を喚起してくれると思う。参加者へ３ヶ
月に一度でいいから情報を出す必要がある。
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